




























【方法】対象は、大学生 24 名 (男性 12 名、女性 12 名、





















10 項目の検査の評価点から WAVES プロフィール自動
換算ソフト ver1.2 を用いて、視覚関連基礎スキルの 4




119.96±10.54 、目と手の協応全般指数  (ECGI) は
119.88±22.08、目と手の協応正確性指数  (ECAI) は












指標指数の相関では VPECI は全ての指標と、ECGI は
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Android タブレット端末を用いて Müller-Lyer 錯視にお
ける順序効果の持続時間を検討した。 
 長さにおける順序効果が 2 秒以上持続するという内山
ら 1)  の結果から、順序効果が感覚記憶ではなく短期記憶
ないし長期記憶によってもたらされることを示唆された。




【方法】10 名の健康被験者に安価な Android タブレット
端末 (約 6,000 円) を操作させ、Müller-Lyer 錯視におけ




かの forced two choice とした。鋏角 (矢羽と主線のなす
角度) は 45 度と 90 度の 2 種類とし、マスク画面表示時
間 (マスク時間) は 2 s、10 s、30 s、60 s、300 s の 5 種
類を用いた。 



















時間ごとに図 1 に示す。 repeated measures two-way 
ANOVA を行った結果、マスク時間の効果はなかった (p 
= 0.172)。一方鋏角 45 度の場合の平均 PSEと標準刺激長
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図 1 PSE の時間経過 
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